県会・市会で五人六脚
さいか光夫のとびある記⑦

二〇〇四年五月発行
日本共産党海南市議員団

１　さいか光夫のとびある記

①　文化の町海南と市制七〇周年
名匠・久世さんの表彰式と
尾崎県議会議長

黒江漆器の沈金伝統工芸師である久世さんが、和歌山の名匠として表彰された。中山さんといっしょに、表彰式にでさせていただいた。

　お祝いのあいさつをされた県議会の尾崎議長は、世界遺産視察にスペインを訪問した折、お土産に漆器をもっていって大変よろこばれたという話を披露し、黒江漆器のすばらしさを評価された。私は、尾崎議長とならんで座っていたから、表彰式の直後、「いい挨拶をしてくれましたね」と申し上げた。

　そこに中山さんがやってきて「議長、さすがや。ええ挨拶してくれたなあ」とおっしゃるではないか。奇しくも、中山さんと私が同じことを申し上げたのだった。

　そのあとの記念写真。中山さんは今は議員ではないから、遠慮してはいらずに帰ろうとされた。すると尾崎議長が呼び止めるのである。「中山さん、写真にはいってくれよう」「議長に言われれば、入らんわけにいかんはなあ」と中山さんも記念写真に収まられた。

　久世さんの表彰が伝統産業の継承のきっかけになることを期待します。

「読者ニュース６１」　二〇〇四年四月四日


海南市に集う作家たち
４月中旬「海南市に集う作家たち展」（保健福祉センター）を見に行きました。絵画展というのは、それぞれのグループ展があり、県展や市展がありますが、この展覧会は、こうした展覧会で一定の評価を受けたみなさんの作品を、グループの枠を超えてあつめようという試みです。賛助出品をふくめて５０人近いみなさんの力作がならんでいます。

お世話している方が案内してくださいました。「このへんは暗いでしょう。実行委員のメンバーの作品は、ここらに展示して、ほかのみなさんの作品を明るいところに展示したのです」ということばに、ご苦労がにじみます。

ところで、これだけの文化豊かな海南市で、展覧会をするのに市民会館は狭すぎるし暗い。保健福祉センターに、掲示用の重いパネルを運ばなくてはならない上、光が当らないｺｰﾅｰができてしまうのです。

今日（５月１日）、市制７０周年の式典に出させていただきました。知事をはじめ県下から市町村長さんなど来賓があつまられました。せっかくのバイオリン・チェロの演奏を、音響の悪い体育館で聞かなくてはならないことに恥ずかしい思いをしたのは、私だけでしょうか。

海南市制７０周年によせて
５月１日、海南市制７０周年式典が開かれました。

ある新聞社から、「７０周年によせて」という文を求められて書きました。

……「海南郷土史」（海南市教委）を開いてみると、「海南市は昭和九年五月、もとの黒江・日方・内海の三町と大野村が合併して出来た市である」と書き出されています。そして、今日の姿になったのは、私が小学生のころでした。

私が育った海南市。自然と歴史にめぐまれ、おちつきと人情豊かな町。「海南が好き」という声をよくききます。そのよさをアピールして、多くの人たちを引き寄せたい。

いま、下津町との合併がとりざたされています。合併したら後戻りはできない大事な選択です。ぜひとも住民投票で決めてほしいものです。……

ところで総合体育館で開かれた式典。ピアノ・バイオリン・チェロのみごとな演奏がありましたが、演奏される場所は体育館。もっと音響のいい会場がほしいと思ったのは、わたしだけでしょうか。

なつかし、市立野上中の写真
海南市七〇年史の編集をしておられる先生から電話いただいた。「海南市立野上中学校の写真はないかな。『海南市７０年史』に各学校の写真を載せるのに市野中だけないんだ」
　市野中と北野上中学校が合併して東海南中学校になり、今は跡形もないから、いまから写真をとるわけにもいかない。

　手元には、職員やクラスの集合写真やヤンチャだった子どもらの写真はあるが、校舎の写真がない。「卒業アルバム」があれば、校舎の写真などあるものだが、この学校では卒業アルバムをつくらなかったらしい。多分、アルバムを作るためのお金を生徒から徴収することへのためらいがあったのだろう。

　そこで、先輩でありいっしょに勤務した先生に電話したのだった。女子バレーボールの指導をされた先生は、その練習風景をとった写真を大事にしておられ、その後ろに懐かしい校舎が見える。
｢読者ニュース｣二〇〇四年月日

市町合併アンケート・次々　
「合併アンケート」がたくさん返ってきています。「合併」に消極的な声が多いのですが、まだ、一部の人たちの声なので、これで統計的に市民の意見を推しはかるわけにはいきません。

「子どもも少なくなりつつある中、少しでも人口を多くしたほうが、何かと有利ではないでしょうか。」という声もあれば「合併になって海南市は何の得にもならない。市営住宅を何とかしてほしい。低い収入で高い家賃は身にこたえます。」という身につまされる声もあります。

ただはっきりしているのは、賛成・反対を問わず、「合併は住民投票で」という声が多いことです。引き続き、みなさんの声をお聞かせください。

　「読者ニュース６１」　二〇〇四年四月四日

小さくても輝く自治体
４月２４、２５日、長野県の原村で開かれた第３回「小さくても輝く自治体フォーラム」に、泉敏孝県知事候補、美濃美里町会議員と一緒に参加しました。今回フォーラムは２３人の町村長の呼びかけのもとに、全国から３４人の首長をはじめ北海道から沖縄まで５２０人が参加しました。その首長のほとんどが保守の立場にたった市町村長さんです。はじめから｢合併反対」だったわけではありません。けれども、住民とともに村をどうするかという論議をするなかで、自立（自律）の道を歩んでいるのです。

　私たちも合併するにせよしないにせよ、町づくりを真剣に考えなくてはならないと、おおきな刺激をうけました。

　その前日には、長野県庁を訪問して、田中康夫県政と和歌山木村県政との比較という観点から、担当課の話をお聞きしました。教育で言えば「今年は、教員の採用を県単独負担で１００人増やした。」など、「県単独負担教員を４９人減らした」和歌山県との違いは、大きなものがあります。
｢読者ニュース６８｣二〇〇四年五月二八日

②　地域の願い
海南・湯浅道路の減額検討
「国道４２号の渋滞は大変。……海南・下津というのは緊密な関係にあるとすれば、下津インターから入って海南インターで下りる車（およびその逆）の通行料を海南市・下津町で負担したらどうか。……こうして渋滞を解消すれば、冷水に帰る人も早く家につける。バイパスができるまでの時限措置でいい。」と提案したことがあります。

（「読者ﾆｭｰｽ23」・０３年６月２３日・「とびある記」第３集）

「さいか光夫のハチャメチャ提案」と銘打ったものでした。

その提案が実現にむかっています。「道路の渋滞時間に、海南・湯浅道路の通行料金を値下げする実験をやってみよう。」という検討が、関係者の間ではじまったのです。私の「ハチャメチャ提案」の発想そのものです。

ところで、あの記事に「海南市の幹部の方が理解を示してくれた」と書いています。あのときは「ハチャメチャ提案」だと思ったから、理解を示した方のお名前を明かしませんでした。今だから明かそう。神出海南市長さんでした。

池の草刈と池の改修と
　木津団地の上に「たびがた池」という小さな池がある。「タビ」の形をしていて高畑のあたりの田をうるおしている。私は、ここに妻が親からもらった田を一枚もっているので、この池の水利組合の組合員である。
　寒い日曜日、池の堤防の草刈に出た。草刈機やチェーンソ－をおもちのみなさんが多いから、私などは刈った草をカマでかきあつめて積み上げる程度のことだが、粉雪のちらつく中で汗をかいた。
　たびがた池は、その上の皿池の子池にあたる。いま、皿池は大規模に改修工事がすすんでいる。たびがた池も水漏れがあり、改修がいそがれるという。
　県振興局担当課にお聞きすると、水利者、池の近くの居住者、工事になった場合の通路周辺の方などの共同の声として、海南市を通じてあげてほしいとのことだった。また、池の改修は、秋になって田に水がいらなくなってから工事に入るのだけれど、翌年の田植えに間に合わないから、一年間、稲作を休んでもらうこともあるのだという。

「読者ニュース６３」　二〇〇四年四月十八日

これでいいのか
和歌山県政

県議会で大問題になったのが、コスモパーク加太にかかわる問題です。開発公社がつくった四三八億円の借金。県が二六五億円も債務保証することになりました。議会にもかかっていない借金が県民負担になります。

また開発公社から県が土地を借りて（一へーべ五六〇円）、その土地をカゴメ（株）に一へーべ一〇〇円で貸すと報じられています。ケッチャップ用のトマトでなく、スーパーに生果を出すのです。そのために二〇億円のお金をかけて基盤整備するのです。

この土地の有効利用や期待される雇用問題もわかりますが、あまりに偏っている。県政は苦労しているトマト農家に目が向いているのでしょうか。

｢読者ニュース｣二〇〇四年四月日
③　平和と民主主義を守って
イラクでの人質

胸いたんだ緊張の３日間　

イラクで３人の日本人が人質になった。なんと、イラクでストリートチルドレンのお世話している女性や、劣化ウラン弾の勉強をして平和のために役立ちたいという青年だという。いたたまれない気持ちになって幡川市議と一緒に該当宣伝に出た。

「人質という卑劣な行為は、どんな理由があろうと許せない。しかし、自衛隊派兵というものは、イラク国民から日本がアメリカの戦争の手伝いに行くと見られるということは、まえからいわれていた。本当の人道支援をしていたひとたちの仕事をつぶすばかりか、命まで危うくする。」

　１１日あさ、ラジオのニュースで、武装勢力が３人を解放するときいて、心からほっとした。

　日本政府は３人の救出に何をしたのだろうか。

｢読者ニュース６３」　二〇〇四年四月十八日

５月１日は、メーデーです。

「聞け万国の労働者。とどろきわたるメーデーの……」の「メーデー歌」。

　いまは「８時間労働」は、法律で決まっています。その「８時間労働」を求める労働者のデモに騎馬警官が襲いかかって血が流された事件があったのです。アメリカのシカゴでの出来事です。

　その日を記念して、メーデーが始まったのです。

　日本では「８時間労働」という法律があるのに、残業で、「５時からは自分の時間」には、なかなかなりません。その残業も多くは法律違反の「サービス残業」なのです。

　でも、「サービス残業」の支払いが、共産党の奮闘で進んでいます。

｢読者ニュース｣二〇〇四年月日

④　みんなの力を寄せ合えば

「さいか励ます連絡会」結成
　２月１２日「雑賀光夫さんを励ます連絡会」が結成されました。あつまったのは、あじさいの会、同窓生の会、教え子らの会、現職・退職教職員、業者、地域などの日本共産党後援会、親戚の会のみなさんです。これまでバラバラにやっていたのを、連携してやろうというわけです。

　雑賀からは、議会活動とともに、産廃・道路・生活相談など、市民のみなさんの願いに応えてがんばっていることの報告をさせていただきました。

　「これまであじさいの会だけでやっていた議会傍聴も、参加者をひろげたらどうかしら」「さいか県議誕生一周年のもようしをやろう」など話し合われました。　
｢読者ニュース５５」　二〇〇四年二月二二日

ありがとうございました

さいか県議一周年集会に３００人

４月２９日「一周年のつどい」を開いていただきました。「めぐりくる春に」という歌や私の活動の紹介。神出海南市長さんにもおいでいただきました。

私・さいかも４回の議会ごとに質問に立ってみなさんの要求を県政にとどけたこと、地域の要求実現に走り回ったことなど報告させていただきました。

なんといってもうれしかったのは、海南市の隅々から３００人もの方がお集まりいただいたこと。

　翌日買い物に立ち寄った自転車屋さんでも「きのう集まりがあったのに都合でいけずに……」など言っていただきました。
｢読者ニュース｣二〇〇四年月日

若い力をくみ上げる

日本共産党全国大会　
　１３日から１７日まで、日本共産党第２３回党大会が開かれます。いまから４０数年前に確定された党綱領を、国民の皆さんに分かりやすいように全面的に改定する歴史的な大会です。

　党の全国大会というのは、いわゆる「闘士」でないと参加できないように思われていましたが、こんどは様変わり。共産党に入って１年にもならない若い人も代議員に選ばれて参加するのです。（海南からも）　

　こんなところにも「国民に親しみやすい党にする」という配慮がなされます。「世の中を良くしたい」という人なら、だれでも受け入れる共産党なのです。

｢読者ニュース５０」　二〇〇四年一月十八
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２　市会議員編
1 幡川議員の巻  
元気な、黒江に！
漆器業界の田倉さん、阪井さんが呼びかけ人となり、二月十七日伝産会館で集いがもたれました。みんなの声と知恵を集めよう。四十名が集って思っていることを出し合いました。

・　黒江の町並みを訪れる人が一休みするところもない。公衆便所もほしい。
・　船尾市場に駐車場があれば…。
・　津波にそなえるため隅々に海抜を示す標識が必要。漆器技術で全国的な仕事の確保を考えては……。
自発的な集いの盛り上がりをみて『どっこい、へこたれないぞ』との思いを強くしました。
月一回は集いをもつ予定です。

はたがわ文彦

｢読者ニュース５７」　二〇〇四年三月七日

子供の安全を守る地域の和

岡田地区のことです。

小さな住宅地開発がすすんでいます。狭い道路を車がひんぱんに通ります。農業用水路にふたをして、車の対向をしようというのもあります。自動販売機を置いて、ジュースなどの売り上げを増やそうというのもあります。

　旧くから岡田に住んでいるＭさんが心配されて、はみ出して置かれたジュース販売機の撤去を訴えられました。さいか県議と、そのお話を聞き、市への行政指導を依頼しました。このほど撤去されました。

それにつけても、地域にはたえず子どもたちのことを心がけてくれる人たちがおられることに元気付けられます。殺伐とした世の中で、育ち行く子どもたちを守れる地域の力、地域の和に、心が洗われる思いがしました。
はたがわ文彦　　　　　

｢読者ニュース６１」二〇〇四年四月四日

「ぬりものの盆と

お盆のはなし」

黒江　昭成丁の坂井さんからお聞きしたおはなしです。

黒江はぬりものの盆が盛んです。

このぬりものの盆と八月十五日のお盆とのかかわりを調べられたそうです。

八月十五日のお盆に先祖の霊をお迎えし、お送りするのに使った器。それがぬりものの盆になったのだろうといわれます。

きっとえらいお坊さんも一役かってくれたのでしょう。先人たちが営々として築いてきたぬりものの町・黒江、かつての賑わいをとり戻したいものです。

公民館の前に黒江の町並み案内板と小休憩も出来るスペースも出来ました。

一度、町並みの散策に出かけませんか？

幡川　文彦

｢読者ニュース６８」二〇〇四年五月二三日

2 河野議員の巻

自然を守るため野山をかけまわる
最近、農家の方から三中の北側にある慶権寺（けごんじ）池の歴史などについて、同僚議員と一緒にお話をお聞きしました。造られたのは約三〇〇年前（徳川吉宗の時代）といわれ、ただ水をためるだけでなく、水量調節の役割もになっているようです。

　当時のお百姓さんたちが、三〇〇年後まで見通して自然と調和したダムを作り上げたことに驚きの声が出ました。

　自然を破壊する乱開発を至るところで進め、その上、不法な産業廃棄物をまきちらすなど……。もし、あのお百姓さんらが現在にタイムスリップしてきたら、どんなに嘆き悲しむことでしょう。

　先人の教えに導かれ、雑賀県議と一緒に野山を駆け回る仕事は、孫・子らにちょっぴり誇れることかなと心で思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河野　敬二
｢読者ニュース５７」　二〇〇四年三月十五日

百害あって一利なし
「サッカーくじ」やめろ！
サッカーのオリンピック出場も決まり、Ｊリーグもすでに開幕。同時に「サッカーくじ」も実施から四年目になりました。

今回から、ますますギャンブル性が強くなり、一等の最高額を一億円から二億円に引き上げたり、コンビニでの販売(昨年八月から)ばかりか、サッカー・スタジアムでの販売も始まりました。

「十九歳未満には売らない」との規定が守られず、実際に高校生が買っています。青少年の健全育成をつかさどる(サッカーくじの担当省でもある)文部科学省の責任は、いっそう重大です。しかも、「サッカーくじ」頼りのスポーツ振興策も破綻寸前です。

まさに百害あって一利なしの「サッカーくじ」の早期廃止は国民の声ではありませんか。　　　　　　　　　　　　
河野　敬二

｢読者ニュース６２」　二〇〇四年四月十一日



③　岡議員の巻

天狗にならない

天狗面の市会議員
　

私は、藤白神社で、獅子舞のパートナー、天狗(猿田彦命)を受継ぎ十二年になります。しかし、議員活動は天狗になったらおしまいです。わたしには鼻の低い天狗が似合う。

以前、獅子舞は県内はもとより県外からも多くの依頼がよせられました。しかし、不況のあおりを受け大変少なくなりました。こんなところにまで、不況の波が押寄せています。しかし、演舞の機会の少ないなかでも、みなさんの目を楽しませることがなによりの喜びです。　　　　　　　　　　　　　　　　

岡　よしあき
（海南駅にかけられている獅子舞の写真。天狗役が岡市議だって……雑賀）

｢読者ニュース５９」　二〇〇四年三月二一日

リングにかけた青年

海南にプロボクシング界に足を踏み出した青年(大阪江坂ジム所属・Ａ級プロボクサー・東尾 実さん)がいます。和歌山で試合があると聞き応援に駆けつけました。大勢のボクシングファンのなかに野間弁護士の姿も。

大きな声援と沈黙が繰返すなか、東尾選手の顔面に強烈なパンチが打たれ流血戦となる。ところが、打たれても打たれても決してひるまず相手のボデーを攻める。試合は終了のゴングまでもつれ込み、わずかなポント差で勝利ならず残念であったが目は輝いている。

いつの日か「海南といえば東尾」といわれる日がくるのではと期待し、応援を続けたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　岡　よしあき

｢読者ニュース６３」　二〇〇四年四月十八日

秘密のマテ貝

　友人のケンさんがマテ貝獲りに夢中です。しかも海南で・・・。

私も幼いころ、マテ貝獲りで遊んだ記憶があるのでついて行きました。

獲り方は、砂浜にあいた貝の穴に粗塩を入れれば、やがて貝がロケットのように飛出だしてくる。そこをタイミングよく捕まえるのである。

私は考えた。

直ぐ近くにこんな自然が残っている。自然の大切さとケンさんの楽しみをまもることが最優先だ。残念ではあるが場所は秘密にしておくことにしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　よしあき

中山先生が「わしにだけ教えろ」といっても教えちゃいけないよ

さいか

｢読者ニュース｣二〇〇四年月日



2 上田議員の巻

今日も朝から生活相談

朝の九時過ぎ、電話が鳴り、受話器を取ると「ひろっちゃんいるか？生活相談があるんや。すぐ来てくれるか」元気な中山先生の声が聞こえてきます。

「母親が入院しているが病院から退院してくれといわれたが、代わりの病院がみつからない」「病気で長い間働いていない。お医者に行くお金もない。どうしたらいいか」

どれも切羽詰った相談です。

一生懸命働いてきた人たちが大切にされない社会。本当に腹のそこから怒りが沸いてきます。

くらしや仕事でも「国民が主人公」の政治を実現するためにも大事な参議院選挙があります。みなさんと力を合わせてこの選挙で、日本共産党の躍進のためにがんばります。

｢読者ニュース６０」　二〇〇四年三月二八日

だれでも五万円の

最低保証年金を

　
先週、身体障害者二級の認定をされている六一歳の方から相談がありました。障害年金をもらっているのかとお聞きすると「もらっていない」ということです。

　さっそく市役所で調べてもらったところ、「年金に加入していない」とのことです。

　いままで一生懸命はたらいて税金を納めてきたのに、老後が保証されない。

　「すべて国民は健康で文化的な最低限度の生活をいとなむ権利を有する。」（憲法二五条）

　日本共産党は、「だれでも月五万円の最低保障年金を」と提案しています。税金の使い方を社会保障中心に変え、大企業にヨーロッパ並みの負担をしてもらえば実現できます。

みなさんと力をあわせて実現したいと思います。

上田ひろし　

｢読者ニュース６４」　二〇〇四年四月二四日

亀川で学童保育はじまる
今年の四月から、亀川で学童保育が始まりました。四月の学校給食が始まっていないある日、見学させてもらいました。

ちょうどお昼のお弁当の時間でした。みんなで弁当箱をひらいて、ワイワイ・ガヤガヤと元気です。二人の指導員さんが「みんなよく手を洗った？」と声かけしています。

子どもらの元気な声と笑顔を見聞きし、開所できて本当によかったと思いました。

学童保育は、黒江、日方、亀川の三ヵ所で実施しています。三ヵ所とも定員に余裕があり、いまからでも利用申し込みができます。

お問い合わせと申し込みは、市役所・福祉事務所（四八三・八四三〇）で受け付けています。

上田ひろし

｢読者ニュース６７｣二〇〇四年五月十五日
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